
R.Browningの"'The Statue and the 
まこと

Bust"の持つ真の意味について.

渡 邊 清 子

は じ め に

かつて Wm.LyonPhelpsが "Nopoem ofBrowining'Shasgivenmore

troubletohiswhole-souledadmirersthan"TheStatueandtheBlュst":

andyet,ifthisistakena.saparadox,itsmeaning isabundantly

clear"(1)と言ったことがあるが,それについては後に詳細に述べることにす

る｡確かにこの作品が19世紀後半の Victoria朝時代に書 れゝたものとしては,

多少物議をかもしだしたとしても,止むを得なかったかもしれない｡本論文に

於いては,初めにこの題の背景になっている物語りを,よく理解するために,

注意深く詩行を追って,半ば訳しながら,その大意をのべてみたい｡そして詩
まこと

人がこの作品の中で何を ｢真｣としているかを探り,当時代の人々の持った問

題点に対し,詩人が与えた解答に耳を傾けてみることにする｡

(2)

`̀TheStantlleAndTheBust"

この ｢騎馬像と胸像｣は1855年11月15日に初めて MenandWomenの中

に所載出版されたロマンテックな絵画的な物語詩である｡内容は半ば伝説にも

(1)William LyonPhelps;RobertBT･OWning,HowtoKnowmm(TheBo-
bbs-MerrillC0.,Indianapolis,1915)p.272.

(2) 本論文に引用される詩行は凡て下記の全集による｡題名のこの詩はVo1.3の
pp.393-402に所載されてある｡
SirF.G.Kenyon,(Withintroductionsby);TheWorksorRobert
Browning;CentenaryEditioninTenVolumes, (AmsPress,Inc.,
NewYork,1966)
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とずいたものであるが,Browning独特な豊かな想像力によってフィクション

的な要素がかなり含まれていると言われる｡この詩には,4行よりなる最後の

連をのぞいて,全部3行よりなる連が83もある｡250行よりなるかなり長いこの

詩のrhymeschemeはABA,BCB,CDC,DEDと続き,最後のところではⅩYX,

YZYZと結ばれている｡韻律はanapaestを交えたiambictetrameterが主であ

るので比較的読みやすい｡Symonsはterzarimaで書 れゝたこの詩を "Despite

thedifficultyofthemetretheverseissingularlyfreshandmusical."と

称え,更にこれを "-oneofBrowning･sbestnarratives"(3)とはめている｡

Phelpsはこの詩が多くの善良な人々を困惑させたのは "-itseems(ona-

verysuperficialview)tosympathisewithunlawfullove;" (4)だからだ,つ

まり不法な愛に肩入れしているように見えるからだという｡ しかしそれが

Browningの本心であったかどうか,やはり物語の内容をよく読んでみる必要

がある｡先づ語り手は次のように話し始める｡

There'sapalaceinFlorence,theworldknowswell

Andastatuewatchesitfrom thesquare,

Andthisstoryofbothdoourtownsmentell.

(ll. 1-3)

人々に良く知られていた宮殿 (当時のRiccardiPalace,今のPalazzoAntinl

ori)はフロレンスにあった｡それと向かい合った広場Piazzadall'Annunzia-

taに1つの立像が立っていて,宮殿の1つの窓の辺りにその視点はしっかり向

けられていた｡この宮殿と馬上姿の立像とにまつわる話を市民が物語って聞か

せてくれるというのである｡F.GKenyonによればこのstatueはDukeFerdi-

nandの姿をかたちどったもので,当代一流の彫塑家GiovannidaBologna又一

名JeandeDouaiによって制作されたものだということである｡Kenyonは更

に物語について "Thestoryisbasedonatraditionassociatedwiththe

(3) ArthurSymons;AnlnlT･OductionTotheStudyofBrowning(J.M.
Dent& SonsLtd‥London,1923)p.127.

(4) WilliamLyonPhelps;ibid..p.273.
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statue,-,forthebust-thereisnowarrantinthetradition." (5)と

胸像はまさしくBrowningの独自の創作であったことを明らかにしている｡

DeVaneが言うように,この詩がいつ書 れゝたか明瞭ではないが,詩の中

に言及されている場所とか,伝説の内容はBrowningが1847年 4月にフロレン

スに来て間もない頃に耳にしていたことは確かである｡しかし詩人は彼らしい

流儀で ｢市民の語り草｣という形式を用いて書いているoDeVaneもやはり

"ThelegenddoesnotgiveBrownlngWarrantforthebustofthelady,

thoughthereisanempt≠shrineunderthewindow,andartisticbalance

demandedthebust." (6)と述べている｡Harringtonは "Thebustseems

toゎeBrownlng,sinvention.Headmitsthere,snonetherenow." (7)と

簡単に言い切っている｡しかLSutherlandOrrは胸像のことにつき次の如 く

証言する｡"He(Browningの意)leavesthe"bust"intheregionoffancy,

bystatingthatitnolongerexists.Buthetellsusthatitwasexecuted

in"dellaRobbia"ware,specimentsofwhich,still,atthetimehewro-

te,adornedtheoutercorniceofthepalace." (8)とo"dellaRobbia"と

いうのは "terra-Gotta"焼 (テラコッタ焼,つまり赤土の素焼にエナメル塗

料をつけたもの)のことだそうである｡以上でBustのことはさておき,物語

の本筋に入って行くことにする｡

Agesago,aladythere,

AtthefarthestwindowfacingtheEast

Asked,"Whoridesbywiththeroyalair?"

(ll. 4-6)

(5)SirF.G.Kenyon;ibid.,Vol.3,p.xliv.
(6)WilliamClydeDeVane;ABrowningHandbook(F.S.Crofts&Co..

NewYork,1935)p.208.
(7)VernonC.Harrington;BrouノningStudies(RichardG.Badger,The

GorhamPress,BostonU.S.A.,1915)p.117.
(8) SutherlandOrr;A HandbookToTheWorksofRobeT･lBT･OWning

(G.BellAndSons,London,1927)p.206.
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Thebridesmaids'prattlearoundherceased;

Sheleanedforth,oneoneitherhand;

Theysawhowtheblushofthebrideincreased-

(ll. 7-9)

昔Riccardi家に嫁いで来たばかりの花嫁が,宮殿の東向きの一番端の窓辺か

ら下をのぞいて見ていた｡その時,1人の立派な凌々しい馬上姿の若い青年が

通りすがるのをみとめた,そしてあれはどなたかと尋ねた｡

彼女の結婚式に介添として,はペらせた2人の腰元達は左右に従っていたが,

ぴたりとおしゃべりを止めて,窓から体をのり出してみている女主人をみた｡

彼女らは花嫁の頬の赤らみの増すのを見てとった｡

Theyfeltbyitsbeatsherheartexpand-

Asoneateachearandbothinabreath

Whispered,"TheGreat-DukeFerdinand."
(9)

(ll.10-12)

Thatself-sameinstant,underneath,

TheDukerodepastinhisidleway,

Emptyandfinelikeaswordlesssheath.

(ll.13-15)

腰元達は新夫人の胸の動侍で,彼女の胸の高鳴りを感 じた｡そして同じに一

気に,｢フェルディナンド公爵様でございます｡｣と噴いた｡

丁度同じその時,窓の下を公爵がゆったりと馬に跨って来た｡まるで刀身の

ない鞘の如くに,邪心なく,貴公子然として｡

Gayherode,withafriendasgay,

(9)Harringtonは DukeFerdinandI(Ferdinandde'Mediti) は1549年に生
まれ,彼の兄FrancescoIの後をついで1587年にGrandDukeofTuscany
の位につき,1609年に死んだ.と記している｡彼は在世中,善政を行い,その繁栄
に寄与したため大いに人望を高めたと言われている｡Berdoeは"Ferdinandlwas
GrandDukeofFlorence"(p.520)と言い,DeVaneは彼の没年を1608年
(p.208)としている｡
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Tillhethrewhisheadback- "Whoisshe?"

- "AbridetheRiccardi(10)bringshometo-day."

(ll. 16-18)

公爵ははでやかに乗って行く,彼の友と同じようにはでやかに｡彼はさっと

振り返り,｢あのひとは何者｣と聞いた｡｢リカルディが今日お連れして来た花

嫁です｣との答があった｡

その美しい花嫁の姿をBrowningは次のように描く｡

Hairinheapslayheavily

Overapalebrowspirit-pure-

Carvedliketheheartofthecoal-blacktree,

(ll.19-21)

Crispedlikeawar-steed'sencolure-

Andvainlysollghttodissemblehereyes

Oftheblackestblackoureyesendure.

(ll.22-24)
しん

あたかも黒檀の心から彫り出したかのような彼女の髪は,ふさふさと重く,

妖精のそれのように純潔で蒼白な額の上に置かれていT=｡彼女の黒髪は軍馬の

たて髪のように波打っていて,我らの眼が持ち得る最大限の美しい黒さを目立

だたせまいとするかの如くであった｡

Andlo,abladeforaknight'semprlSe

Filledthefineemptysheathofaman,-

TheDukegrewstraightwaybraveandwise.

(ll. 25-27)

(10)EdwardBerdoe;TheBrowningCyclopaedia(GeorgeAllen&Unwin
Ltd.,London,1931)p.521.に日く vRiccaT･diJanoblefamilyofFlore-
nce.-ThePalazzoRiccardi,aproudandstatelyresidence,wasbegun
in1430byCoimodeiMedici.Itremainedinthepossessionofthefa-
milytill1659,whentheysoldittoGabrieleRiccardi;buttowardsthe
endorthelastcenturyltWasboughtbytheGrandDuke,-I"
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Helookedather,asalovercan;

Shelookedathim,asonewhoawakes:

Thepastwasasleep,andherlifebegan.

(ll. 28-30)

するとみよ !騎士の進取の気性 (enterprise)にふさわしい刀身が,人の見

事な空ろな鞘の中に入った｡太公はたちまち勇敢になり,賢明になった｡彼は

彼女をみた｡恋人だけがするように｡彼女も彼をみた｡初めて目が覚めたも′のゝ

ように｡過去は眠りの如きものであって,今こそ生きた彼女の生活が始まった

のであった｡

Now,lovesoorderedforboththeirsakes,

Afeastwasheldthatselfsamenight

lnthepilewhichthemightyshadowmakes.

(ll. 31-33)

さて愛がこの2人のためにそう命じたのであろうか｡大きな影を投じている

高層な大建築の中で,まさにその夜,晩餐の宴が催された｡

Browningのいっものくせとでも言うべきか,彼は物語の本筋に直接深い関

係があるとも思われる次の二速で,この大きな暗い影を投じている建物にまつ

わる歴史的な説明を加えている｡しかしこれはこの若い2人の不幸な未来を暗

示するために用いた詩人の1つの道具立てと思えぬこともない｡

(ForVisLargaisthree-partslight,

Butthepalaceovershadowsone,

BecauseofacrimewhichmayGodrequite!

(ll. 34-36)

ToFlorenceandGodthewrongwasdone,

Throughthefirstrepublic'smllrderthere

ByCosimoandhiscursedson.)

(ll. 37-39)
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なぜならばヴィア･ラルガ通りの四分の三は明るいが,宮殿の影がその一角

に覆いかぶさるように暗い陰を落としている｡それは神が懲罰し得る罪の故で

あった,と伝えられている｡

その罪とはMedici家の祖先Cosimoと,その呪われた息子とによって,当時

のフロレンス共和国が亡ぼされ,神と人とに対する反逆と謀反が行われたとい
まち

うことである｡つまりこれは非行に対する神罰の証拠である,と市の人々はい

うのである｡

TheDuke(withthest年tue'sfaceinthesquare)

Turnedinthemidstofhismultitude

Atthebrightapproachofthebridalpalr.

(ll.40-42)

今広場で立っている立像そっくりの顔をもつ公爵は,多数の来客に取り囲ま

れながら, はれやかに近ずいてくる結婚 して問のない2人の方を振 り向い

た｡ (ll)

Facetofacetheloversstood

Asingleminuteandnomore,

Whilethebridegroom bentasamansubdued-

Bowedtillhisbonnetbrushedthefloor-

FortheDukeontheladyakissconferred,

As-thecourtlycllStOm WasOfyore.
ヽ

(ll.43-48)

遠くから互に初めて相見た時,-E]惚れしてしまった恋人同志 (公爵と新夫

(ll) EdwardBerdoe;ibid..p.517.この夜の宴についてBerdoeは"Thatnight
therewasafeastinthehouseofthebride,andtheGrandDukewas
present"と記している.が筆者は研究社英文学叢書の Brouノningpoems1925
年発行,p.364にある｢-晩宴会があった｡そこへ Riccardi夫妻も招かれた｡｣
という解群の万に従いたい｡ll.40-48を読んでそう判断する｡
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人)はこ でゝ初めて顔を合せることになった｡しかしそれはほんの一瞬の出合

いで,それより長くはなかった｡花婿のRiccardiは恐れ入った様子で,つはの

広い帽子が床の上を払うまで低く,腰を屈めてお辞儀をした｡彼がそうしたの

は公爵がその夜夫妻を招待してくれ,更に新夫人に対して,古式の礼に従って

口付けを賜ったからだったらしい｡

Inaminutecanloversexchangeaword?

Ifaworddidpass,whichldonotthink,

OnlyoneoutofthethollSandheard.

(ll. 49-51)

Thatwasthebridegroom.Atday'sbrink

Heandhisbridewerealoneatlast

lnabedchamberbyataper'sblink.

(ll. 52-54)

公爵と新夫人 (恋人同志)が互に顔を合せた一瞬の問に,はたして言葉が交

せられるだろうか｡私はそんなことは出来ないと思うが,もし1口でも言責が

交されたとしても,千人の中の1人にしか,それは聞かれなかったであろう｡

ところがその1人とはまさに新郎 (夫)に,であった｡彼は聞き捨てならぬこ

とを聞いたらしい｡

1晩中続いた宴会から夜が今まさに明けようとする頃,夫妻は家に戻って来

て,やっと2人切りになれた｡ろうそくのちらちとまたゝく寝室の中で向い合っ

て｡
メ

Calmlyhesaidthatherlotwascast,

Thatthedoorshehadpassedwasshutonher

Tillthefinalcatafalkrepassed.

(ll. 55-57)

夫は公爵に対する妻の心のゆらぎを察知してか,静かに冷静に,彼女の運命

は定まったことを宣告した｡つまり彼女が今通って入って来た扉は,彼女の屍
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をのたせ輿が運び出される時まで閉ざれて,再び開かれることはない,という

のであった｡

Theworldmeanwhile,itsnoiseandstir,

ThroughacertainwindowfacingtheEast,

Shecouldwatchlikeaconvent'schronicler.

(ll.58-60)

Sincepasslngthedoormightleadtoafeast.

Andafeastmightleadtosomuchbeside,

He,ofmanyevils,chosetheleast.

(ll.61-63)

以上11.58-63までは嫉妬深い夫が妻に命じたことの内容を話している所で

ある｡彼女が幽閉されている間,東に面している一定の窓を通してのみ,外界

の騒音やどよめきを,尼僧院の記録係がするように,のぞいてみることが許さ

れた｡というのは.もし扉から外界に出れば,それは饗宴へとつながって行く｡

更に饗宴は他のそれ以上の饗宴へと導かれて行く｡だから彼は悪意のうちでも

一番軽いのを彼女に与えたのだと告げたのであった｡

"FreelyIchoosetoo,"saidthebride-

"Yourwindowanditsworldsuffice,"

Repliedthetongue,whiletheheartreplied-

(ll. 64-66)

"IfIspendthenightwiththatdeviltwice,

"Mayhiswindowserveasmyloopofhell

"Whenceadamnedsollllooksonparadise!

(ll.67-69)

新夫人は.｢私もむしろ望んでそうしていたゞきましょう｣と言った｡｢あな

たがきめられたその窓と,それから望める世界だけで十分でございます｣と口

ではそう答えながら心では,｢もし私があの悪魔とこ でゝもう一夜すごすなら,

9



彼の示したあの窓が,天国をのぞいてみる地獄の小窓となってくれますよう

に!｣と悲痛な気持になって願った｡そして次のように希望をのべる0

"IflytotheDukewholovesmewell,

"Sitbyhissideandlaughatso汀OW

"EreIcountanotheraye-bell.

(ll. 70-72)

‥̀Tisonlythecoatofapagetoborrow,

"Andtiemyhairinahorse-boy'strim,

"Andisavemysoul-butnottO-mo汀OW"-

(ll. 73-75)

｢私は私を愛 していて下さる公爵様の所に飛んで行きましょう｡あのお方の

お側に座って,悲しかったことどもを笑いとばしたいのです｡今宵も又夕べの

祈りの鐘の音を数える問に｡そうするためには私はた 小ゞ姓の上衣を借りて男

装し,少年馬子のように,髪を短く丸め込めさえすればよいのです｡そうすれ

ば私は私の魂を救えるのです｡-けれど明日は駄目｡｣と新夫人は夫から逃亡

することを願いながらも蹄糟してそれを実行 し得なかったのである｡("She

checkedherselfandhereyegrewdim)1.76.彼女ははやる気持を抑えた,

そして眼は涙でかすんでしまったのであった｡

"Myfathertarriestoblessmystate:

"Imustkeepitonedaymoreforhim.

(ll.77-78)

"Isonedaymoresolongtowait?

"MoreovertheDukeridespast,∫know;

"Weshallseeeachother,sureasfate."

(ll. 79-81)

夫人が恩うま にゝ動けなかった理由を次のように弁明し,自らを慰めようと

した｡
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｢私が嫁いでくる時,私を送って来て下さったお父様は,高くなった私の身

分を祝福され,まだこの地に止まっておられるのです｡だから私はもう1日,

彼のため,私の身分を保っておかねばならないのです｡｣と｡更に彼女は続け

て,｢もう1日待っことが,そんなに長いのでしょうか.まして公爵様は馬に

乗られて,お通りになることを私は知っています｡私達はその時,お互に相見

ることが出来るのですもの｡運命の如く必ず｡｣と力強く言った｡

Sheturnedonhersideandslept.Justso!

Soweresolveonathingandsleep:

Sodidthelady,agesago.

(ll. 82-84)

でhatnighttheDukesaid,"Dearorcheap

"Asthecostofthiscupofblissmayprove

"Tobodyorsoul,Iwilldrainitdeep.''

(ll. 85-87)

それから彼女は寝返りをうって眠ってしまった｡全くそのま にゝ｡我々もこ

のように物事の対して,心のけじめをっけて眠りにつくものである｡幾世代前

に所夫人がしたように｡

その夜,公爵は次のように言った｡｢夫人に捧げるこの愛の杯の値が高かろ

うとも,低かろうとも.我が肉体に危害を与え,或は魂を傷つける程の高価な

ものになろうとも,それを飲み干してしまおう｡｣と｡そして

Andonthemorrow,boldwithlove,

Hebeckonedthebridegroom (closeoncall,

Ashisdutybade,bytheDuke'salcove)

(ll. 88-90)

翌朝,愛の力によって大胆になった太公は,新郎のRiccardi(12)を招き寄せ

た｡(新郎は職務上,呼ばれたらすぐ応じられるように,太公の部屋近くには

(12) Riccardiはフロレンスの貴族でFerdinand太公の宮廷に仕えていたらしい｡
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ベっていなければならなかった｡)

Andsmiled" T̀wasaveryfuneral,

`̀Yourladywillthink,thisfeastofours,-

"Ashametoefface,whate'erbefall!

(ll.91-93)

"Whatifwebreakfrom theArnobowers,

"AndtryifPetraja,coolandgreen,

"Curelastnight'sfaultwiththismornlng'sflowers?

(ll.94-96)

公爵は彼に向かって微笑し,｢昨夜の我々の饗宴はまるで葬儀のようだった

とあなたの御夫人は思われたでしょう｡どのようにしてでも,この恥を拭い去

らねばならない !我々は一緒にArno湖畔にある邸から,繰り深く,涼しいPet-

raja(pitra:ia)別掛 こ行き,今朝咲いたばかりの美しい花によって,昨夜の

失礼を慣わして貰えるかどうか試してみたい,どうだろう｡｣と誘いかけた｡

Thebridegroom,notathoughttobeseen

Onhissteadybrowandquietmouth,

Said,"Toomuchfavour formesomean!

(ll.97-99)

新郎はそのしっかりした額や静かな口元に,心中にある思いを少しも表わさ

ず ｢私の如く卑しき者に対して,身に余る御好意でございます｡｣と感動 して

みせた｡そして程よい理由を作って申し出を辞退しようとした｡

"But,alas!myladyleavestheSouth;

"Eachwindthatcomesfrom theApennine

"Isamenacetohertenderyouth:

(ll. 100-102)

"Norawayexists,thewiseoplne,

"Ifshequitsherpalacetwicethisyear,
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`̀Toavertthefloweroflife'sdecline.

(ll.103-105)

｢ですが,困ったことに,私の妻は南国の出です｡それでアビイナイン山か

ら来る風はどれも若くて,きゃしゃな彼女にとって毒になります｡賢き方の申

しますには,彼女が今年再び宮殿を出て行くならば,彼女の美しい花の生命の

衰えを防ぐ方法は全くないとのことです｣という｡

QuoththeDuke,"Asageandakindlyfear.

"MoreoverPetra).aiscoldthisspring:

"Beourfeastto-nightasusualhere!"

(ll.106-108)

｢何と賢い親切な配慮であろうか｡その上,ビトラ-ヤの山の今年の春はま

だ寒い｡今夜の晩餐会はいつものように此所でしょう!｣と大公は仰せられた｡

Riccardiの妻にもうー度会いたいと願ったのを,うまくはぐらかされた太公は

次の如く独り言をいう｡

Andthentohimself-"Whichnightshallbring

"Thybridetoherlover'sembraces,fool-

"Oriam thefool,andthouarttheking!

(ll.109-111)

"Yetmypassionmustwaitanight,norcool-

"Forto-nighttheEnvoyarrivesfrom France

"WhoseheartIunlockwiththyself,mytool.

(ll. 112-114)

｢汝の花嫁を,いっの夜になれば,彼女の恋人である私の腕に抱くことが出

来ようか｡馬鹿者めが-もしそう出来なければ,私は愚かなるもの,そして汝

は王である!しかしこの私の情熱にもかかわらず. 1夜得たねばならな'い｡こ

の情熱が冷えてしまってはならぬのだが｡-なぜなら今宵はフランスの大使が

こ にゝ来られる｡その大使の胸のうちを,私の単なる道具にすぎない汝と一緒
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に,聞くことになっているのだから｡｣

"Ineedtheestillandmightmissperchance.

"To-dayisnotwhollylost,beside,

"Withitshopeofmylady'scountenance:

(ll. 115-117)

"ForIride-whatshouldIdobutride?

"Andpassingherpalace,ifIlist,

"Mayglanceatitswindow-Wellbetide!"

(ll. 118-120)

｢Riccardi,汝は私にとって必要だ｡いないと不自由だ｡しかし今日という

日が全く無駄になったわけではない｡その上,私には恋するRiccardi夫人のお

顔をみるという希望がある｡私は馬を走らせることが出来るのだ.一馬を走ら

せる以外にどうすればよいのだろうか｡私は気のむくま にゝ,彼女の宮殿の前

を通って行く｡そして彼女の窓を見上げることが出来る｡うまく会えるように

と,ねがって !｣こ でゝ公爵の長い独言は終るが,彼は必ず夫人に会える手立

てを実行にうつそうと決意した｡

Sosaid,sodone:northeladymissed

Oneraythatbrokefrom theardentbrow,

Noracurlofthelipswherethespiritkissed.

(ll.121-123)

Besurethateachrenewedthevow,

Nomorrow'ssunshouldariseandset

Andleavethem thenasitleftthem now.

(ll. 124-126)

公爵はそう言って,そう実行した｡一方夫人の方も馬上の太公の熱情を湛え

た額からほとばしる輝きを見逃しはしなかった｡又互の心のうちで,口付けを

交わし合った互の唇の動きを見落しはしなかった｡かくて2人は互に前夜心に
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誓った "cupofbliss"(1.86)を呑みはそうという誓約を新にした｡ もはや

彼等が今日空しく実行し得なかった逃避行をしないま ,ゝ明日の太陽が昇って

沈むことにないように.と｡

Butnextdaypassed,andnextdayyet,

Withstillfreshcausetowaitonedaymore

Ereeachleapedovertheparapet.

(ll. 127-129)

Andstill,aslove'sbriefmornlngWOre,

Withagentlestart,halfsmile,halfsigh,

Theyfoundlovenotasitseemedbefore.

(ll. 130-132)

ところが彼らは出てくる新しい用事にさまたげられて,もう一日だけ後に実

行しようと速巡し,思い切って胸壁を飛び越える決断がつかぬ間に,次の日も,

その次の日も,空しく過ぎ去った｡Browningは後でこの時の2人の優柔不断

さをさびしく指摘する｡

やさしく驚いたり,半ば微笑えんだり,半ば歎息したりして,日がすぎて行

くうちに,よくあることだが,恋の炎は,きらきらと燃えさかる日の出の勢の

如く,束の間に消え失せてしまう｡そして2人は彼らの愛は以前のようなもの

でなくなってしまったことに気ずいたのである｡

Theythoughtitwouldworkinfallibly,

Butnotindespiteofheavenandearth:

Therosewouldblowwhenthestorm passedby.

(ll. 133-35)

しかし彼らはいっか彼等の恋は絶対に間違いなく実るだろうと思っていた｡

嵐がすぎれば,ばらの花は咲き出でるものだと｡それでも彼らを取り巻く天や

地,つまり運命や世間というものによってさまたげられることは確かで有る｡

しかもその力に打ち勝てぬ時もあると考えた｡
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Meantimetheycouldprofitinwinter'sdearth

Bystoreoffruitsthatsupplanttherose:,

Theworldanditswayshaveacertainworth:

(ll.136-138)

Andtopressapointwhiletheseoppose

Weresimplepolicy;betterwait:

WelosenofriendsandwegalnnOfoes.

(ll.139-141)

彼らの恋に味方しないこと,つまり換言すれば,ばらの咲き匂うのを邪魔立

てするようなことが,度々起ころうとも,その間には,冬枯の時にでも貯えら

れた果実があるものだ｡即ち忍耐と思慮分別という果資があたえられ,それに

よって道が開けることもあるものだ｡若き2人の恋人達は,成程このように,

この世にはこの世の習慣があり,又価値の高い常識というものがあると悟る｡

世間やそのしきたりに反して,自分たちの計画を,無理押しにす､めて行くこ

とは愚かなことである｡それよりも時機の到来を待つに如かず｡そうすれば我

らは友を失うこともなく,敵を増すこともないと考えた時,2人は恩ひ切った愛

の行動を取ることが出来なかった｡煮え切 らない2人の態度を,Donald

S.Hairは下の如 く批判 している."TheloversinTheStatueandthe

Bust,on theotherhand,misshappinessentirely.Convinced that

t̀heworldanditswayshavea certain worth' (138),theyevade

the choice that confronts them, and remain caught in social

complexities."(13)彼らはまさしく錯綜した社会のしがらみのとりこになって

しまったのであった｡

Meantime,worsefatesthanalover'sfate,

Whodailymayrideandpassandlook

(13) Browning'sExperiTnenlswithGenre(Uni.ofTorontoPress,Canada,
1972)p.82.
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Wherehisladywatchesbehindthegrate!

(ll.･142-144)

そうしているうちにも,恋人が窓の格子越しに彼の方を眺めている姿を,見

上げながら,毎日馬を馳せつ 通ゝり行く公爵の運命より,新夫人のたどる運命

の方が更に不幸であった｡.

Andshe-shewatchedthesquarelikeabook

Holdingonepictureandonlyone,

Whichdailytofindsheundertook:

(ll. 145-1447)

Whenthepicturewasreachedthebookwasdone,

Andsheturnedfrom thepictureatnighttoscheme

Oftearlngitoutforherselfnextslln.

(ll. 148-150)

それからの所夫人は一彼女は人々の行きかう広場をまるで1冊の本をみてい

るかのように眺めていた｡しかし彼女のみるのはその本の中1枚のさし絵であっ

た｡それは公爵の写し絵,即ち窓外を行く太公の御姿であった｡彼女は毎日そ

の絵を見付けては,じっとそれを見つめていたのであった｡それを見終ると,

もう本には用がなかった｡しかし彼女はその絵から目をそむけて夜になると,

彼女は翌日にはどのようにしてその絵を破り取って,我がものにしようか,と

考え続けるのであった｡

soweeksgrewrimnths,years;gleam bygleam

Theglorydroppedfrom theiryouthandlove,

Andbothperceivedtheyhaddreamedadream;

(ll. 151-153)

Whichhoveredasdreamsdo,Stillabove:

Butwhocantakeadream foratruth?

Oh,hideoureyesfrom thenextremove!
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(ll.154-156)

かくして幾週か過ぎ,月となり,月が重なって年となった｡1瞬,1晩 栄

光の輝きが,彼らの青春と愛から薄れ去って行った｡2人はかっての日,嵐が

すぎれば必ずばらの花は咲き匂う,と確信して,互に耐えて来ていたのであっ

たのに｡しかし,結局それは彼等の実現し得ぬ夢を,ただ夢見ていたにすぎな

かったということを認めなければならなくなった｡我々は夢から覚めた時に,

その夢の残影にまどわされることがしばしばある｡しかし夢はやはり夢なのだ

から,誰でも最後には冷たい現実に,まことの状態に,もどされるのである｡

お ,ゝしかし終にはどこまで幻滅の測に2人の恋人達は落ちて行くのか,それ

は見るに耐えられぬ,とBrowningはどんなにか思わずには居 られなかったの

であろう｡

Onedayastheladysawheryouth

Depart,andthesilverthreadthatstreaked

Herhair,and,wornbytheserpent'stooth,

(ll. 157-59)

Thebrowsopuckered,thechinsopeaked,-

Andwonderedwhothewomanwas,

Hollow-eyedandhaggard-cheeked,

(ll. 160-162)

ある日夫人は彼女の青春が去るのを感じた｡彼女の髪にはちらほらと幾条か

の銀色に光る白髪が見え,そして少しずつ,蛇の歯にかみ取られたかの様に老

の影が忍びよって来て,額は駁だらけになり,顎の肉が落ちて尖り,目が凹み,

頬がこけていた｡鏡の中に映っている自分の顔をみても,それが誰の顔である

か,彼女は誘った程であった｡

Frontinghersilentintheglass-

"Summonhere,"shesuddenlysaid,

"Beforetherestof myoldselfpass,
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(ll. 163-165)

"Him,theCarver,ahandtoaid,

"Whofashionstheclaynolovewillchange,

"Andfixesabeautynevertofade.

(ll. 166-168)

彼女は静かに鏡に向かっていたが-突然 ｢彼をこゝに呼び寄せよう.私の昔

の面影が消え失せて しまわぬうちに,｣ と言 った｡(こゝでいう彼とは次の連の

Himのこと),｢彼,つまり塑刻家を,私を助けて くれる技術ある人を,粘土を

固めて,恋の悩み故に衰えることない,永遠に変 らぬ美を止めてくれる人を,｣

と彼女はなげく｡次の6連にも悲痛な夫人の独語が続 く｡

･LetRobbia･scraft(14)soaptandstrange

"Arresttheremainsofyoungandfair,

"Andrivetthem whiletheseasonsrange.

(ll. 169-171)

"Makemeafaceonthewindowthere,

"Waitingasever,mutethewhile,

"Mylovetopassbelowinthesquare!

(ll. 172-174)

｢長い由緒ある伝統をもつ,かの有名な,妙なる不思議な技をもつロビア塑

刻によって,未だに残 っている私の青春を, しっか りと季節の続 く限り, と ゞ

めておいてほしい｡

｢あそこの窓の上に私の胸像を作 らせて,置いてほしい｡ずっと無言のま ,ゝ

(14) 岡倉由三郎 ･市川三善主幹の研究社英文学叢書 ･BrowningPoeTnS(大正14年
発行)pp.370-371.｢Robbia'scraft.LucadellaRobbia(1400-82)が創

始したterraGottarelief(堅く焼いた浮彫の陶器)にenamel(上薬)をかけ,初

めは青又は緑地に白の浮彫だけであったが,後には種々のenamelを発明し,浮彫

の部分にも着色するに至った｡-此の話の時代には知られた名人は居なかった｡そ

れ故史資に基づいて居るものと考へれば,誰かその作風を伝へたdellaRobbia
wareの名匠を呼んだことになる｡｣
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私の愛する公爵が下の広場をお通りになるのを,いっものようにお待ち出来る

ように !

"Andletmethinkthatitmaybeguile

`̀Drearydayswhichthedeadmustspend

"Downintheirdarknessundertheaisle,

(ll. 175-177)

"Tosay,̀Whatmattersitattheend?

…Ididnomorewhilemyheartwaswarm

"̀Thandoesthatimage,mypale-facedfriend.I

(ll.178-180)

(身分のある)死者たちは教会堂の地下の歩廊で,廷りの日を待ちながら,

気のめいるような日々を過ごしている｡その彼等と次のように (ll.178-180)

話し合うことが出来れば,気が紛れるものだと考えたい｡

つまり次の様に話せばよいのだo｢終にこうなってしまったからには, もう

どうということはないでしょう｡私はまだ心が燃え,胸の高鳴るのをおぼえて

いた頃,あの胸像に,即ち私に似た青白い顔をしたあの友に比べて,それのな

し得るそれ以上のことは,何もしなかったのです｡｣と｡

"Whereistheuseofthelip'sredcharm,

"Theheavenofhair,theprideofthebrow,

"Andthebloodthatbluestheinsidearm-

(ll.181-183)

"Unlessweturn,asthesoulknowshow,

"Theearthlygifttoanenddivine?

"AladyofclaylSaSgood,Itrow.''

(ll. 184-86)

深紅の唇の魅力も,空の様に深々とした豊かな髪も,秀でた額も,白い腕の

内側の血管の中を青く流れている血潮も,何の役に立つのだろうか｡もし人間
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の魂がすでに知っているように,我らが地上の賜物として与えられているこの

肉体を,聖なる目的に叶うものとして用いないならば?もしそうしないならば,

陶器で造られた胸像は,肉体に比べて全く遜色ないものと言えると私は思うの

です｡｣と夫人はこ でゝ深い苦悩を訴えて言葉を終える｡

Browningは日頃より霊肉が共に高貴であることを主張 し,その2つが互い

に影響し合って完全に一致する時,男女の最高のまことの愛が生れると,多く

の作品の中で示して来た｡なかでも霊肉一致の重要な問題について集中的にま

とめて述べているのは,有名な "RabbiBenEzra"の中においてであると思

う｡それで本論文の物語より多少桟道にそれるようだが,2人の恋人の不幸の

原因と直接関係があると思う1連を参考に引用して考察してみたい｡

Letusnotalwayssay
(15)

"Spiteofthisfleshto-day

"Istrove,madehead,gainedgrounduponthewhole!"

Asthebirdwingsandsings,

LetllSCry`̀Allgoodthings

"Areours,norsoulhelpsfleshmore,now,thanfleshhelpssoul!"

(St.xii,ll. 67-73)

以上を要約すれば次のようになる｡｢我らは肉体をもっているにもか ､わら

ず,難行苦行し,禁慾の行に徹する｡そして幾分かの精進が出来た｣と常に言

わぬがよい｡烏が翼をもって,羽捲き歌う如く,我 らも次のように歌おう｡

｢善さものすべては我れのもの｡霊が肉体を助けるが如く,肉体も霊を助ける｡｣

と｡

つまりBrowningは,この新夫人が美しいよき肉体を与えられているのに,あ

たらそれを無にして嘆きつ ,ゝ無為に過ごしていることを,難 じている｡彼女

は肉体をかけめぐる恋の熟き血潮に助けられて,霊的な飛躍をすべきであった｡

肉体が霊と同じく誉むべきものであるならば,それに助けられ高さに昇るのに,

(15) SirF.G.Kenyon;ibid.,Vol.4p.264.
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何の培糟が必要であったろうか.勇気をもって行動をすべきであったと言うの

である｡

さて恋人との愛の完成を果し得なかった彼女の晩年はどうであったか,物語

の本筋に戻ってみよう｡

ButlongereRobbia'scornice,fine,

Withflowersandfruitswhichleavesenlace,

Wassetwherenowistheemptyshrine一

(ll. 187-89)

さだかではないが,夫人の胸像が置かれてあったと言われる所に,現在は空

虚な岡があるだけである｡丁度その辺りにむかLRobbia家の誰か 建ゞてたと

言われる建物の軒辺に,美しい青葉に囲まれた花や果物に飾られた立派な蛇腹

が,取りつけられてあったということである｡

(And,leaningoutofabrightbluespace,

Asaghostmightleanfrom achinkofsky,

Tbepassionatepalelady'sface-

(ll. 190192),

Eyeingever,withearnesteye

Andquick-turnedneckatitsbreathlessstretch,

Someonewhoeverispassingby-)

(ll. 193-95)

上の2連では, もうなくなってみることの出来ない胸像に関することを

Browningは想像して次のように述べているのである｡全 く痛ましい限りの夫

人の姿である｡

(胸像の置かれている明るい青地の台の上から,体を乗り出して,空の隙間

からのぞく幽霊のように,情熱的な青白い夫人の顔がのぞいていた｡じっと動

かぬ視線で,真剣な目付きで,恋しい人が通りはせぬかと‥息もつけぬ程に,

大急ぎで首を長くのばして｡)
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TheDukehadsighedlikethesimplestwretch

lnFlorence,"Youth-mydream escapes!

"Willitsrecordstay?"Andhebadethem fetch

(ll. 196-98)

Somesubtlemoulderofbrazenshapes-

''Canthesoul,thewill,dieout,ofaman

"Erehisbodyfindthegravethatgapes?

(ll.199-201)

一方公爵はといえば,彼はフローレンス中の最も愚かな哀れな人のように,

｢我が青春一我が夢はにげて行く!若きElの記垂劉ま残し得ぬものか.｣と歎息し

た｡そして彼 は侍従達に,誰れか巧妙に,しっかりと,人の姿を形造ること

の出来る塑像家を連れてくるように命じた｡｢人の肉体が入るのを待ちかまえ

ている墓を,いまだ兄いだせぬ中に,人の魂は,意志は,死に絶えてなくなっ

てしまえるものだろうか?そんなことは有り得ぬ｡｣と彼は思 うのだった｡そ

して次のようなことを企画する｡

"JohnofDouayshalleffectmyplan,

"Setmeonhorsebackherealoft,

"Alive,asthecraftysculptorcan,

(ll. 202-04)

"IntheverysquareIhavecrossedsooft:

"Thatmenmayadmire,whenfuturesums

"Shalltouchtheeyestoapurposesoft,

(ll. 205-07)

"Whilethemouthandthebrowstaybraveinbronze-

"Admireandsay,̀Whenhewasalive

" H̀owhewouldtakehispleasureonce!'

(ll. 208-10)
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｢デュエイのジョン(16)に我が企画を実施させよう｡この広場の中に上空高

く,堂々と,馬上豊かに,生けるが如き我が姿も 鋳造して貰いたい｡すぐれ

た彫塑家の手によって,我れのしばしば横切りて,渡りしこの広場に :

｢これより後の日に,太陽の光が銅像にさした時,その口元や額は凄々しく

しているのに,その瞳の中に,もの軟らかな表情があらわれているのを人々が

見て,大いに感動することが出来るように,作ってほしいものだ｡

｢又,人々がそれをみて,『太公が生きておられた時にはどんなにか多 くの

享糞にふけられたことだろう!』と賞め讃えることが出来るように作って貰い

たいのだ｣と注文をつけた｡

"Anditshallgohardbutlcontrive

"Tolistenthewhile,andlaughinmytomb

"AtidlenesswhichasplreStOStrive.''

(ll.211-13)

しかし太公は死して墓場の中で,人々があれこれと批評しているのを聞いて

いて,自分の生涯は決して,他人が外側からみて想像する程,幸なものでなかっ

たと思うのである｡出来ることなら,どうしてもRiccardi新夫人との恋を成

就させたい,と心あせりつゝも,無為に日々を終らせてしまった｡どうしても

出来ないことは仕方がないのではないかと,煮え切らないで踏ん切りのつけな

かった己の無精振りも 今更の如く墓の中で悲しく笑わずにはいられない｡太

公は彼の恋も,人生も,夢の又夢であったと,冷たい幻滅の粥に立って,坤吟

するのみであった｡以上でこの物語りは終る｡

W.L.Phelpsはこの "statue"と "bust"について皮肉だっぶりに,"Now

the statue and the bustgaze at each other in eternalironical

mockery,fortheseloversinlifemightaswellhavebeenmadeof

(16) ｢JohnofDouay〔du:'ei〕.GiovannidaBologna(1530-1608)と呼ぶ
昔時一流の彫塑家｡FerdinandIの像は彼の傑作で,土耳古から分捕った大砲を

材料にして鋳たということである｡｣(前記,研究社英文学叢書.BroLunlngPoeTnS
p.373による｡)
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bronzeandstone,･theyneverreallylived."(17)とかなりひどい批評をして

いる｡

愛の逃避行の誓も空しく,この物語りの主人公たちは,彼等の前に立ち塞が

る無気力さ或は道徳的なためらいを打ち破って目的を果す勇気がなく,ついに

老いて死んでしまった｡その後の2人の魂の行方についてBrowningは次のよ

うに言及する｡

So!WhilethesewaitthetrllmpOfdoom,

Howdotheirspiritspass,Iwonder,

Nightsanddaysinthenarrowroom?

(ll.214-216)

この世の終る時,廼えりの卿肌が吹き鳴らされ,死者が皆,審判の座につく

のを待つ間,2人の恋人たちの魂は,日夜狭い墓場の中でどのように過ごして

いるのであろうか｡

Still,Isuppose,theysitandponder

Whatagiftlifewas,agesago,

Sixstepsoutofthechapelyonder.

(ll. 217-19)

OnlytheyseenotGod,Iknow,

Norallthatchivalryofhis,

Thesoldier-saintswho,rowonrow,

(ll.220-22)

Burnupwardeachtohispointofbliss-

Since,theendoflifebeingmanifest,

Hehadburnedhiswaythro'theworldtothis.

(ll. 223-225)

(17) WilliamLyonPhelps;ibid.,p.274.
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2人の魂は,いっも前に見える礼拝堂(18)から数歩はなれた所に座って,幾

時代も前の自分達の人生が,いかに恵まれたものであったかを,考えているの

だろう,と私は想像する｡た ,ヾ私にわかっていることは,2人は決して神の
しもペ

姿をみることは出来ないということである｡又生前によき僕として仕え,死し

ては,神の御前にはべることを許された聖者や戦士たちの姿をみることも出来

ない｡と,いうのは,これらの長蛇の列を作っている人々は,身も心も燃えつ

きるまで,ひたすらなる努力を重ね,召天の幸を許された人達ばかりであるか

ら｡2人の恋人たちはこれからの人々と肩を並べて行ける筈がない,と手厳し

い｡

Browningのこの厳しさにつき,Harringtonは次のように解説する｡公爵と

Riccardiの新妻は一目惚れし,駆け落ちをする約束をした.それは正に姦淫の

罪を犯すことである｡聖書のマタイ伝5章27-28によれば,｢F姦淫してはなら

ない』-しかしわたしはあなたがたに言います｡だれでも情欲をいだいて女を

見る者は,すでに心の中で姦淫を犯したのです｡｣ということである｡それ故

2人が互に恋心を感じただけでも罪である｡ましてや夫の目を盗んで不義を企

らむとすれば論外である｡しかし彼等はやるせなく募る思いを押さえつ ,ゝそ

の企てを実行に移さなかった｡その結果彼らの心はしなびて,縮んでしまった｡

Harringtonの結論は次のとおりである｡

"Andtheirsoulsshrivelled.Theywereputtothetestandfailed.

Ittestedthemassurelyasifithadbeenagoodthingtheydelay-

edtodo.Whateverhasbecomeofthem,Brownlngissurethey

donotseeGodnorhaveanyplacewiththosewho"havedaredand

done:"(19)

つまり2人の男女の愛と,それを完成させようとする意志とが,どの位強い

(18)ChurchofSantaMariadeglilnnocentiの境内に2人が埋葬されているもの
と作者は思っていたらしい｡

(19)VernonC.Harrington;ibid.,p.118.
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か,又それを実現させるため,一どの位懸命な努力が梯われたかが試されたので

あった｡2人はその "test"に破れた｡従って 一身を挺して,目標に向かっ

て努力して行った前述の c̀hivalry'(1.221)たちと組することは不可能であ

る,とBrowningは,Harringtonの説明したとおり,判断したのであった｡ こ

の場合Browningにとって,2人の恋人たちの目指したものが,不義の恋であ

ろうとなかろうと,全く問題ではなかったのである｡彼が彼らの求めたのは愛

に殉じ,｢集れて後巳む｣の気概に外ならない｡この点が,当時の彼の多くの

愛読者達に十分理解されず,不満と疑問とをとなえるに至らしめたのである｡

ある人々の如きは作者が姦通を奨励しているのではないかと,いぶかった程だっ

たといわれる｡ではこの物語の場合に於ける姦淫の罪と罰についての問題を

Browningはどう解明しようとするのか,Phelpsがparadoxicallyにメスを入れ

て説明して いるので∴初めに紹介しておいたように.こ でゝ取り上げて考察

したいと思う｡

PhelpsによればBrowningはまれにしか彼の作品の後に個人的なpostscript

(後記)を書かない｡しかし読者が彼の作品を誤解するかも知れないと心配 し

て彼の傑作 "BishopBlougram'sApology"及び本物語詩に後記 (ll.214-

250)をっけた,とのことである｡詩人がもし読者から,恋人達のその後の運

命は?と尋ねられたら彼は ｢さだかでない｡｣と答えたそうである｡

さて,Phelpsはどのようなparadoxを用いて説明しているか簡単にみてみよ

う｡以下はPhelpsからの引用である｡

"Wherearetheseloversnow?- idonotknowwheretheyare,sa-

ysBrowning,butIknow verywellwheretheyarenotltheyare

notwithGod.No,repliesthereader,becausetheywantedtocom-

mitadultery.Ah,saysBrownlng,theyarenotexiledfrom Godbe-

Causetheywantedtocommitadultery:theyareexiledbecausethey

didnotactullydoit.Thisistheparadox."(20)

(20) WilliamLyonPhelps;ibid.,p.274
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要約すれば,Browningが確かに言えることは,恋人達は神と共にいない,

ということである｡彼らが追放されたのは姦淫の罪を犯 したからではなく,

実際にそれを犯さなかったからである｡こ にゝ "paradox"があるのだという｡

"Brownlng takesacrimeto testcharacter;fora crimecan test

characteraswellasavirtue."(p.274)と更にPhelpsは続けて言う｡彼の

言うようにBrowningはたしかに多くの作品の中の人物の道徳的特性や性格を

評価する時,罪という試金石をもって考慮している｡

Phelpsに言わせると,心の純潔なる乙女と,腹黒い悪漢が,共に法にふれる

犯罪を犯していなければ,法の前には全く無罪であり,罰することは出来ない｡

しかし,Browningの主張するように1人の個人という立場に立って各個人を

見るとき,或はキリスト教の立場から考える時,善と悪の区別はその心の如何

によって決定される｡この2人の恋人の場合,法を犯すことはしなかったが,

そのために1生を棒に振ってしまった｡2人は心の中で姦淫の罪を犯したから

ばかりでなく,その上に.キリスト教の禁じる臆病と怠惰の罪を上塗りしたこ

とで罪に問われる｡故に追放されたのだ,と説く｡

Browningは読者の疑問に対して次の様にのべる｡

Ihearyoureproach,"Butdelaywasbest,

"Fortheirendwascrime."-Oh,acrimewilldo

Aswell,ireply,toserveforatest,

(ll. 226-228)

Asavirtuegoldenthroughandthrough,

Sufficienttovindicateitself

Andproveitsworthatamoment'sview!

(ll. 229-231)

私があなた方が次のように反対の声をあげるのを聞く｡｢でも,ほんとに2

人がぐずぐずして,実行するのを遅らせてよかった｡罪悪を犯すことを免れた

から!｣と｡それに対して私は,あ､,だが罪を犯すことも.(心の底まで純潔
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であり,自分自らの真正を立証し得るなら,)一見しただけでその真価を証明

出来る徳行と同じように,試練に役立っものである,と答えましょう,という｡

DallasKemareはこの有名な詩の中には"-complicatedproblemofacce-

ptedmoralityversusthetruegood- "(21)が取り扱われていると,コメント

し,次の様な意見を述べている｡新妻が例え自分の嫌いな夫と夜をすごしたと

しても,それは罪悪を構成しない｡当時としては,普通,結婚生活は厳正にし

て,聖なるものと考えられていたから,夫人は夫に貞節を守り続けた｡厳密に

言えば,一方では1人の男性に自分の肉体を委ねながら,他方では,自分の精

神と心とを,他の男性に捧げていたとしても,それは罪とは見なさなかった｡

この場合,肉体的な罪が精神的な罪悪より重大であるか否かは,主なる神の定

め給う所であろう｡("Technically,thereisnosininsurrenderingthebody

toonemanwhilemindandheartlivewithanother;itremainsforGod

tojudgewhetherthephysicalsinbegraverthanaspiritualcrime.

sucharetheprofoundandcomplexissues.)(22)KenmareはBrowningはこ

の詩の中で何ら善悪の審判を与えていない,むしろ読者に審判をゆだねている

という｡彼はBlakeが,"Icomenottoteach,buttoawaken."と言った

ことに共鳴しそれを実行していたのかもしれない,と推定する｡

次にBrowningは232行目から話題をゲーム遊びに変え,彼らしい論を展開す

る｡例によって難解で,理解するのに骨が折れた｡

Mustagamebeplayedforthesakeofpelf?

Whereabuttongoes,̀twereaneplgram

ToofferthestampoftheveryGllelph.

(ll. 232-34)

"Thetruehasnovaluebeyondthesham:

(21)i(22) DallasKenmare;AnEndtoDarkness.A NewApproachlo
RobertBrowning(PeterOwenLimited,London,1962)p.131.

(23) counter-ゲームの数取り 〔得点を数えるための円形の金属 ･象牙 ･木等の小円
板｡〕
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Aswellthecounter(23)ascoin,Isubmit,

Whenyourtable'sahat,andyourprlZeadram.

(ll. 235-37)

金銭のために,我々は勝負しなければならないのだろうか｡ボタンで間に合

うのに,本物のGuelf家出の英国王の頭に極印を押した金貨を,差し出すのは

全くくだらぬことで,私は私の意見として述べるが,勝負をする時,はんもの

は,まがい物以上に全く何の価値もない｡しかしあなたの賭博台が帽子で,賞

金が1杯のお酒である,という勝負をすることに楽しさを覚えるという場合に

はcounter(即ち得点を数えるための円い金属)も金貨も全 く同じく役に立っ

ものである｡

Stakeyourcounterasboldlyeverywhit,

Ventureaswarily,usethesameskill,

Doyourbest,whetherwinnlngOrlosingit,

(ll. 238-40)

Ifyouchoosetoplay!-ismyprlnCiple.

Letamancontendtotheuttermost

Forhislife'ssetprlZe,beitwhatitwill!

(ll.241-43)

いやしくも自分自らが賭け事をしようと決心した以上,あなたの持っている

c̀ounter'を思い切って,大胆に賭けなさい｡勇気を出して,慎重に,本物を

賭けるときと同じ技量を用い,最善をつくしてやりなさい｡勝つにしても,負

けるにしても,と言うのが私の主張する所である｡

人は自分の掲げた1生の目標に向かって,結果はどうなろうとかまわずに徹

底的にやり抜いて行くべきである｡

Thecounterourloversstakedwaslost

Assurelyasifitwerelawfulcoin:

AndthesinIimputetoeachfrustrateghost
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(ll. 244-46)

Is-theunlitlampandtheungirtloin,

Thoughtheendinsightwasavice,Isay.

Youofthevirtue (weissuejoin)

Howstriveyou?Dote.fabula!

(ll.247-250)

ところがこの詩の主人公たちも一度は膳に挑んだ｡しかし彼らの決意した大

目的は不幸にして道ならぬ恋の成就であった｡つまり正貨でない `̀counter''

(まがいもの)であった｡彼らが賭けて得ようとしたものは,正当な結婚とい

う金貨ではなくて,不議姦通という c̀ounter'であった｡それでもこの g̀ame'

は,2人の真実性と熱情を試めす大切なものであったが,勇気と努力に欠け失

敗に終ってしまった｡Browningは,もし2人が互に愛し合いながらも.あの

ように,一生ふん切りをっけることが出来ないのだったら致底,正当な結婚と

いう金貨さえも,獲得出来なかっただろう,と断言している｡更に彼は,恋に

破れた2人の目的が,例え罪深い姦淫の罪であったとしても,私は彼 らが,

点されるべきご筈の灯火を,点すこともせず,締めるべき筈も帯も,締め得な

かった煮え切れぬ態度の罪の深さが,彼らの不幸の原因となったのだ,とヵ説

する｡

最後にBrowningは有徳の士ぶって,まだ彼に対して不満を感じ,議論をし

たく思っている人々にあて ,ゝ終りの2行をかく｡大意は次の如くである｡

あなた方よ,私の書いた此の物語は,皆さんと無関係でありませんよ｡あな

た方はあくまでも二人が高潔であらねばならないとし,姦淫の罪を彼らが犯さ

ずにすんでよかったと思っているのでしょう｡あなた方自身がもしこの様な問
ひとごと

題に直面した時,見事な解決が出来ますか｡これは人事ではありませんよ｡と

もあれ,此の二人の恋人たちのように,無為なるが故に,罪を犯さずにすんだ

ことにより,つまり悪を行うことから免れるようでは,結局善をも行えない,

ということを,心に銘じていてもらいたいのです｡
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以上でこの長い詩全篇とその ｢後記｣は終る｡

次にこの詩に関する意見と評価を数人の批評家から聞いてみたいと思う｡

先ず第 1にPhelpsの意見を聞いてみよう｡

"IfindBrownlngSpoem bothclearandmorallystimulating.
I

Myoneobjectionwouldbethatheputsrathertoomuchvalue

onmereenergy.Idonotbelievethatthegreatestthinginlife

isstriving,struggle,andforce:therearedeep,quietsoulswho

accomplishmuchinthisworldwithoutbeingespeciallystrenu-

ous.ButinthesphereofvirtueBrownlngWasessentiallya

fightingman."(24)

PhelpsによればBrowningは人を高貴たらしめるために,常に努力 し, どん

な困難にもひるまず,立ち向かって前進することが必要である,と強調しすぎ

る嫌いがある,ということになる｡

読者がこの作品について疑問を抱いた箇所につきJamesFotheringhamは次

のように解答を与え,この詩の持つ真の意味をよく解明してくれる｡

"Virtuedoesnotlieinindecisionanddelay,andfinalindiffere

nceandfutility-astatueand-bustsortoflife.-Andthepoet

putshispointhereincertainstrongwordsthathavebeena

troubleandevenanoffencetosomeofhisreaders."Acrime

willserveforatestaswell."Whatcanhemean?Hemeans,

thatanegativeandindolentvirtueisnovirtueatall;that

tokeepfromactiononimmoralgroundsisitselfwrong;that

thelastdangerandthemosthopelesswrongistopalterand

conventionalise,tochilltheheart,andparalysethewill-･To

liveisouronlychanceofcomingright;tobedeadevenwhile

(24)WilliamL.Phelps;ibid.,p.277.
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weliveisthegreatestofwrongs-.Liveheartilyandwith

purpose,whateveryoudo,andyouwillcomeattheMaker'S

morality.Don'tdream orvacillateyourlifeaway
"(25)

S.Orr夫人はこの詩の中心思想につき簡単明瞭に次のように言 う. `̀The

StatueAndTheBustisawarningagainstinfirmityofpurpose."と.

前述のPhelpsのBrowning批評に輪をかけたような調子で,SirHenryJones

はこの詩の11.242-250を引用し,熱烈に詩人の声を賛えっ 下ゝ記の,如 く説

明を加えている｡

"His(Browningのこと)codecontain'snonegativecommandme-

nts,andnolimitations;buthebidseachman 1etoutallthe

powerthatiswithinhim,andthrowhimselfuponlifewiththe

wholeenergyofhisbeing.Itisbettereventoseekevilwith

one'Swholemind,than tobelukewarm ingoodness.Whether

youseekgoodorevil,playforthecounterorthecoin,stake

itboldly!-Indifferenceandspirituallassitudeare,tothepoet,

theworstofsins," (26)

前述の3人の研究者たちは,大体道徳的立場に立って,この詩の問題点の解

明をしようとした｡が,もう1人,宗教的立場からこの作品の評価を試みてい

るTh｡masBla｡kburn(27)の説明に耳を傾けてみよう｡

'HTheStatueandtheBust'alsoexaminesthesterilityoftwopeople

whohavefailedtoimplementtheirmutualdestiny."と彼は2人の未熟

さを指摘する｡●そして11.226-231を引用 し,"Wheremeetingisdestiny,

conventionalmoralsareirrelevant."(1組の男女が一目惚れしてしまう出

(25)JamesFotheringham;Studieso/theMindandAT･tOfRobeT･tBT･OWning
(HoraceMarshallandSon,London,1900)p.209-210.

(26)SirHenryJones;BT･OWningasaPhilosophicalandReligiousTeacher
(Glasgow,JamesMaclehose& Sons,1912)p.104-105.

(27)ThomasBlackburn;RobertBT･OWning,AStudyOfmsPoetry(Eyre
& Spottiswoode,London,1967)pp.82-83.
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会いが,運命的なものであるなら,道徳的立場から,とやかく言うことは全く

見当違いである｡)という立場をはっきり打ち出す.Browningが "AnEpistle

ofKarshish"(28)の中のLazarusを通 して確認 したように "-thereisa

moralityofeternitywhichtranscendsthatoftime.Sincethesetwo

peoplewereeachother'sdestinytheyhavesinnedagainstthistimeless

morality."と,実に興味深い見方をする｡ついでBlackburnは 11.224-246

を指摘 して "HavingfailedinlifetheprotagonistsofTheStatueand

theBusthavegone,undeveloped,intoDeath.Negationisnotavirtue."

とはっきり,きめつける｡それからBrowningの ｢後記｣の初めの所 (ll214-

225)に戻り,次の様に論をす めゝて行く｡

"Action isof time,̀being'ofeternity.Butone'sactionintime,

orlackofitconditionsone'sbeinglneternity.Thefrustrate

ghostsofTheStatueandtheBust,sincetheyfailedtoactin

time,failto b̀e'ineternity.Onecanonlyactrightlyand

dogoodthroughthoseparticulardetailsofconductwhichacco-

rdwithone'sparticulardestiny.ThedestinyoftheDukeand

thewomancutacrossthedictatesofcurrentmorality.Since

meetingwastheirfate,theirsinwast̀heunlitlampandthe

ungirtloin',disobediencetoanintentionoflifewhichwas

greaterthantheirindividualpersonalities."
(29)

以上のように整然としたBlacburnの説明を聞けば,Browningがこの詩の中
まこと

で言わんとした真の意味が更に明らかになると思う｡

最後に Browningがこの ｢騎馬像と胸像｣に関聯して,自分自身のロマン

チックな冒険的な愛と結婚について夫人に語った言葉を DeVaneが思い出

(28) AnEpistleCoTuainingtheStT･angeMedicalExpeT･ienceofKaT･Shish
theArabPhysician(MenandWomen).

(29)ThomasBlackburn;op.cit.,pp.83-84.
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して書いているので下に引用しておきたい｡これをみても詩人がどんなに深い

おもいをもって, この作品を書いたかがうかがえる｡"Itisinterestingto

recall,asacommentaryontheethicspromulgatedinthepoem.that

BrownlngWasfondofsayingtotohiswifethatitwould have

beenwrongifthey-theBrownings-hadnotmarried."(30)

おわりに

この作品は社会的な,道徳的な,宗教的な,多くの問題を含んでいるので,

Browningは読者から,かなり質問攻めにあったらしい｡確かに,彼の詩は難

解であるとの定評はあるが,虚心坦蟻に,念入りに,何度も作品を読み返して

みれば,自ら真の意味が判るようになると信じる｡筆者もそうしたっもりであ

る｡
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